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アレルギー反応の抑制に働いているとされる(Kim et al., 2016)。さらにこのマウスでは









の場を有し、胚中心 B細胞と濾胞性ヘルパー T細胞との結合を介して、B細胞の IgA
へのクラススイッチが行われ、抗原特異性が高い B細胞が産生される。我々は、GF−








Specific pathogen free （SPF）または無菌条件下で飼育した野生型の C57BL/6Nマウ
スを使用した。また、モノアミノ酸やミネラルなどを含む成分餌からフィルターによ













5)Salmonella typhi serovar Thyphimurium (S. Thyphimurium)の投与
ΔaroA S. Typhimurium (UF20、5 × 109CFU)をマウスに経口投与し、2週間後に一部
のマウスから糞便の回収、およびパイエル板の採取を行った。また一部のマウスは引

























ることが明らかとなった(図 3.aと b)。さらに GF-AFマウスのパイエル板の T細胞数
は、SPFマウスと比較すると減少しているが、GFマウスとは同じくらいである(図 3.c)。
しかしながら、抗原刺激を受けていないナイーブな T細胞の割合は、GF-AFマウスで
は GFマウスに比べて増加していることがわかった(図 3.c)。このことから GF-AFマウ
スでは食事抗原がないことによって、濾胞性ヘルパー T細胞へ分化せずにナイーブな
ままの T細胞が多くなることが考えられた。
図 3. SPF、GF、GF−AFマウスのパイエル板に含まれる a)胚中心 B細胞の数、b)濾胞





した時の GFマウスの ILFの増減は、小腸と大腸でことなることから(Donaldson et al.,
2015)、小腸と大腸それぞれでの ILFの数を調べた。すると、小腸での ILFの数につ
いて、GF-AFマウスは SPFマウス、GFマウスと比べて差はなかった(図 4.a)。大腸で
の ILFの数は、GF-AFマウスは SPFマウスに比べて多いが GFマウスと比べて差はな
かった(図 4.b)。





親和性の抗体の産生に重要であることから(Hashizume et al., 2008)、GF−AFマウスでは
高親和性抗体が産生されにくい状態にあることが考えられた。これを確かめるため、
GF−AFマウスに病原菌である S. Typhimuriumを経口投与によって感染させ、感染 2
週間後に S. Typhimurium特異的な糞便中の IgA 量を調べたところ、GFマウスに比べ
て少なく(図 5.a)、パイエル板の胚中心 B細胞や濾胞性ヘルパー T細胞についても GF




図 5. GF、GF-AFマウスの S. Typhimurium感染前後の変化
a) 感染前と感染 2週間後 S. Typhimurium特異的な IgA








細胞や IL17産生ヘルパー T細胞などが濾胞性ヘルパー T細胞へ分化することが知ら
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濾胞性ヘルパー T細胞：細胞表面に PD-1(programed cell death-1)と CXCR5を高発現
しており、胚中心の形成に必須の T細胞サブセットである。パイエル板の傍濾胞域に
ある T細胞などが B細胞濾胞域へ移動し、濾胞性ヘルパー T細胞となり、抗原に対
して高親和性をもつ IgAの産生に関与する。
孤立リンパ濾胞(ILF;isolated lymphoid follicle):小腸および大腸に数多く点在しする。
少数の B細胞集団から構造化されたリンパ小節まで様々な成熟段階の ILFが存在し、
その大きさが異なる。ILFはパイエル板とは発生経路が異なる腸管のリンパ組織であ
ると考えられている。
